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秋
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農
業
委
員
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佐
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木
　
吉
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【
経
歴
】
平
成
４
年
農
業
委
員
就
任

 

　
　
　
　

在
職
11
期
目

　

こ
の
た
び
、
農
業
委
員
会
市
長
招
集
総
会
に
お
い
て
、
引
き
続
き
会
長
に
選
任

い
た
だ
き
ま
し
た
。
平
成
28
年
に
施
行
さ
れ
た
新
し
い
農
業
委
員
会
制
度
の
も
と
、

２
回
目
の
改
選
で
し
た
が
農
業
委
員
19
名
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
29
名

共
々
、
今
後
３
年
間
精
一
杯
頑
張
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
の
稲
作
に
つ
き
ま
し
て
は
、
天
候
も
順
調
に
推
移
し
て
お
り
「
平

年
並
み
」
の
予
想
が
出
て
い
ま
す
が
、
米
の
在
庫
が
適
正
水
準
を
超
え
て
い
る
こ

と
か
ら
、
米
価
の
下
落
が
懸
念
さ
れ
て
お
り
、
心
配
な
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
蔓
延
し
、
未
だ
終
息
に
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
、
経
済
が
大
変
な
状
況
と
な
り
、
農
畜
産
物
も
大
き
な
影
響
を
受
け
て

お
り
ま
す
。
一
日
も
早
い
終
息
を
願
う
ば
か
り
で
す
。

　

さ
ら
に
、
九
州
を
始
め
、
全
国
各
地
で
豪
雨
災
害
が
発
生
し
、
多
く
の
農
家
が

被
災
し
ま
し
た
。
台
風
シ
ー
ズ
ン
に
入
っ
て
お
り
ま
す
。
早
め
の
対
策
で
被
害
を

最
小
限
に
と
ど
め
た
い
も
の
で
す
。
早
急
に
政
府
に
対
し
て
、
被
災
農
家
の
復
興

支
援
を
十
分
行
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
要
請
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
委
員
会
で
は
、
農
地
利
用
の
最
適
化
の
実
現
の
た
め
、
毎
年
農
地
パ
ト
ロ
ー

ル
を
実
施
し
、
遊
休
農
地
の
発
生
防
止
・
解
消
に
努
め
て
い
る
ほ
か
、
日
々
農
地

の
利
用
調
整
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
ま
た
、
人
・
農
地
プ
ラ
ン
等
地
域
の
話

し
合
い
に
も
積
極
的
に
関
わ
っ
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
農
家
の
皆
様
を

始
め
、
関
係
機
関
の
皆
様
の
ご
指
導
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
本
年
も
稔
り
豊
か
な
年
と
な
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
就
任
の
あ
い
さ

つ
と
い
た
し
ま
す
。

　

任
期
満
了
に
伴
い
、
令
和
２
年
７
月
20
日
に
新
た
な
19
名
の
農
業
委
員
が
、
市
長
に
よ

り
任
命
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
同
日
に
農
業
委
員
会
か
ら
29
名
の
農
地
利
用
最
適
化
推
進

委
員
が
委
嘱
さ
れ
、
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。

 

農
業
委
員
会
会
長
職
務
代
理
者　

鈴
　
木
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【
経
歴
】
平
成
15
年
農
業
委
員
就
任

 

　
　
　
　

在
職
７
期
目
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会
長
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

新しい秋田市農業委員会がスタートしました‼

退
任
さ
れ
た
農
業
委
員
・

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

　

こ
の
た
び
の
改
選
に
よ
り
左
記
の

方
々
が
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
秋
田
市
農
業
の
発
展
に
ご

尽
力
く
だ
さ
っ
た
こ
と
に
、
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

農
業
委
員

（
氏
名
・
居
住
区
・
在
職
期
間
）

小
野　

賢
一 

外
旭
川
地
区

 

平
成
23
年
〜
令
和
２
年

稲
垣　
　

靖 

河
辺
畑
谷
地
区

 

平
成
８
年
〜
令
和
２
年

須
磨　

良
郎 

下
新
城
地
区

 

平
成
11
年
〜
令
和
２
年

鈴
木
万
喜
夫 

四
ツ
小
屋
地
区

 

平
成
８
年
〜
令
和
２
年

松
本
ト
シ
子 

上
北
手
地
区

 

平
成
26
年
〜
令
和
２
年

田
近　

金
一 

河
辺
諸
井
地
区

 

平
成
11
年
〜
令
和
２
年

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

（
氏
名
・
担
当
地
区
）

在
職
期
間
：
平
成
29
年
〜
令
和
２
年

佐
藤　

正
男 

金
足
片
田
地
区
ほ
か

髙
橋　

利
秋 

金
足
岩
瀬
地
区
ほ
か

越
後
屋
権
一 

寺
内
地
区
ほ
か

三
浦　

藤
孝 

下
浜
地
区

勝
浦　
　

隆 

四
ツ
小
屋
地
区
ほ
か

石
塚　

裕
幸 

河
辺
岩
見
地
区

伊
藤　

錚
悦 

雄
和
女
米
木
地
区
ほ
か

※
敬
称
略

秋田市農業委員会ホームページ　http://www.city.akita.lg.jp/shisei/iinkai/1009648/index.html



　第65号（令和２年９月１日） （2）農　 委　 だ　 よ　 り

加　藤　　　淳
広面

藤　田　　　修
飯島

佐々木　繁　明
河辺岩見

佐々木　和　昭
河辺高岡

齊　藤　善　彦
雄和繋

相　場　堅　一
仁井田

星　　　容　子
河辺三内

伊　藤　洋　文
雄和相川

鎌　田　悦　雄
上北手

安　田　友　一
下新城

■農業委員（議席番号・氏名・居住地）

■農地利用最適化推進委員（氏名・担当地区）

第１区域

佐々木　吉　秋
金足

白　岩　　　勝
上新城

加賀屋　慎　一
外旭川

柴　田　ますみ
下北手

3

8

13

4

9

14

1 佐々木　英　久
太平

6

11

2

7

12

18 1916 17

鈴　木　　　昇
雄和田草川

関　　　正　美
河辺戸島

三　浦　宏　和
飯島

5

10

15

武　藤　真　作
豊岩

藤嶋　卓也
金足片田ほか1‒1 鎌田　　一

金足岩瀬ほか1‒2 伊藤　貞美
下新城1‒3 保坂　正真

飯島1‒4 中嶋　庄悦
上新城1‒5 1‒6 加賀谷　誠咲寺内ほか

　新たに任命された19名の農業委員と委嘱された29名の推進委員をご紹介します。農業に関す
る困りごとや地域の諸課題などはお近くの農業委員・推進委員へお気軽にご相談ください。

新 農業委員・農地利用最適化推進委員の紹介



　（3） 第65号（令和２年９月１日）　農　 委　 だ　 よ　 り

2‒1 荻原　　豊旭川ほか 2‒2 鎌田　重憲広面ほか 2‒3 熊谷　裕幸外旭川 2‒4 鈴木　英弘太平 2‒5 平川　秀悦下北手ほか

第２区域

3‒2 加藤　哲実新屋ほか 3‒3 鈴木　栄一豊岩 3‒4 堀井　喜一四ツ小屋ほか3‒1 伊藤　由和下浜 3‒5 佐藤　公誠仁井田ほか 3‒6 鎌田　一美上北手ほか

第３区域

4‒1 菅原　豊志河辺赤平ほか 4‒2 鈴木　仁司河辺諸井ほか 4‒3 足利　俊博河辺戸島ほか 4‒4 藤島　岳洋河辺松渕ほか 4‒5 鎌田　文市河辺岩見 4‒6 佐々木　聖爾河辺三内

第４区域

5‒2 酒井　慶一雄和左手子ほか 5‒3 佐々木　強雄和神ケ村ほか 5‒4 吉田　孝司雄和新波ほか 5‒5 佐々木　晃雄和田草川ほか5‒1 石井　　健雄和女米木ほか 5‒6 齊藤　又右衛門雄和妙法ほか

第５区域

区域 地区 担　　当　　地　　区

第
１
区
域

（1） 金足片田、黒川、高岡、吉田
（2） 金足岩瀬、浦山、追分、大清水、小泉、下刈、鳰崎、堀内
（3） 下新城
（4） 飯島
（5） 上新城
（6） 寺内、八橋、土崎、将軍野、港北

第
２
区
域

（1） 旭川、泉、保戸野、新藤田、手形、濁川、添川、山内、仁別
（2） 広面、楢山、柳田、東通、南通、中通、千秋
（3） 外旭川
（4） 太平
（5） 下北手、横森、桜

第
３
区
域

（1） 下浜
（2） 新屋、勝平、旭南、川尻、川元、山王、浜田
（3） 豊岩
（4） 四ツ小屋、御所野、御野場
（5） 仁井田、大住、牛島、茨島、卸町
（6） 上北手、南ケ丘

区域 地区 担　　当　　地　　区

第
４
区
域

（1） 河辺赤平、大張野、大沢、高岡
（2） 河辺諸井、和田、神内
（3） 河辺戸島、畑谷、豊成
（4） 河辺松渕、北野田高屋
（5） 河辺岩見
（6） 河辺三内

第
５
区
域

（1） 雄和女米木、戸賀沢、相川
（2） 雄和左手子、種沢、平尾鳥
（3） 雄和神ケ村、碇田、萱ケ沢
（4） 雄和新波、向野、繋
（5） 雄和田草川、芝野新田
（6） 雄和妙法、石田、平沢、椿川、下黒瀬

○農地利用最適化推進委員の担当地区は次のとおりです。



　第65号（令和２年９月１日） （4）農　 委　 だ　 よ　 り

■受講資格
　次の要件をすべて満たすかた
・野菜・花きの経営を志し、研修の修了後１年以内に
秋田市において独立・自営就農または雇用就農が確
実に見込まれる
・申請時の年齢が原則50歳未満
・普通自動車運転免許を取得または研修開始時まで取
得見込み

■提出手続
所定の申請書等に必要事項を記入の上、秋田市園芸振
興センターに持参または郵送
※書類はセンターで配布するほか、センターホームページからダウ
　ンロードできます

■募集期間

９月１日（火） ▼11月６日（金）

「園芸人生、始めよう。」令和３年度
新規就農研修生

■募集定員

10名
■研修期間
令和３年４月 ▼

令和５年３月までの２年間

〔お問い合わせ〕秋田市園芸振興センター　☎０１８-８３８-０２７８　広報ID：1007071

■その他
・タイトル、学校名、学年、氏名を
記載した紙を作品の裏面に貼り付
けてご応募ください

・全応募作品の展示を行う予定です

・最優秀賞と優秀賞の各１点と特別
賞を選出し、賞状と副賞を贈呈し
ます

・全員に参加賞を差し上げます

・受賞者氏名は広報あきたや秋田市
のホームページに掲載されます

「農の魅力大発見！」令和２年度
農業子ども絵画コンクール

■テーマ

農業
■応募方法
描いた絵を10月30日（金）まで
通学している小学校または秋田市農業委員会へ

〔お問い合わせ〕秋田市農業委員会事務局　☎０１８-８８８-５７９６　広報ID：1021023

加入要件はたったこれだけ！
☞60歳未満
☞国民年金１号被保険者
☞年間60日以上農業に従事

多くのメリットが！
①終身年金で80歳までの保証付き
②支払う保険料は全額社会保険料控除の対象
③保険料国庫補助による手厚い支援

全国農業新聞は、農業および農政の現状を中心に農業
者の経営とくらしに役立つ情報をお届けします。

　・発行日………毎週金曜日
　・購読料………700円／１か月（送料、税込み）

秋田市農業委員会事務局　☎888－5796

令和元年度
最優秀賞作品

「農の

information

募集

●秋田市内の小学生
●絵のサイズはＢ３（４ツ切りサイズ）
●画材は自由

応募条件

お申し込み、
お問い合わせは
ＪＡもしくは
農業委員会へ

配偶者や後継者
などご家族も加入ＯＫ！

information

募集


